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五箇荘中学校区の取組について 
 

春暖の候，平素より五箇荘中学校区の教育活動にご理解ご協力ありがとうございます。五箇荘中

学校区では令和４年９月に，堺がめざす「新たな学校」のモデル校として中学校と３小学校が学校

群としての目標を掲げ以下のような様々な取組を実施してきました。また令和８年度以降もこれま

での取り組みを大切にして校区子どもたちの成長に向けて教職員一同が力を合わせて努力してい

きます。つきましては今後の取組へのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

〇学校群(五箇荘中学校区の小中学校)目標 

 「自ら学びに向かい 自ら取り組み 自ら表現できる子どもの育成」 

 

〇これまでの取組の具体的な例 

 ・４校教職員合同授業研究(１，３学期) 

 ・４校教職員夏季合同研修(夏休み) 

 ・小学校３校教職員授業見学(２学期) 

 ・校区教職員の意見交換と代表者による会議(年間各５回程度) 

 ・６年生保護者対象の進路説明会(１０月) 

 ・６年生希望者対象の部活動体験(１１月より３月まで) 

 ・算数，数学での新たな授業形態への研究(単元内自由進度学習) 

 ・総合的な学習の時間を活用した「地域調べ学習」での小学校間交流 

 ・中学校体育館での３小学校６年生のにんげん学習交流会 

 ・小学校外国語授業における小学校間と小中間の連携 

 

〇今後の取組の方向性 

 これまでの取組の中で必要なものを継続し，以下のような新たなものを検討していく 

・３小学校の児童の交流活動を検討し，授業や行事等で中学校へつなげる取組 

・近年問題が指摘されているスマートフォンの適切な使用等への啓発活動 

・不登校児童生徒に向けての取組 

   ・キャリアパスポート(キャリア，防災，人権教育)の視点を明確にした 9年間の取組 など 

 

〇ご協力とお願い 

  子どもの健全な成長のためには，教職員の日々の努力と保護者の皆様のご協力が必要であり 

学校と保護者の皆様との良好なコミュニケーションが大切です。学校と保護者が連絡を取り合

う機会を活用してよろしくお願いします。また一部参観時での無断撮影や教職員の教育活動に

支障のある行為はご遠慮ください。また社会通念上，教職員に対する事実に基づかない要求や

業務時間外での長時間にわたる対応や暴言等の行為についてはハラスメントととらえ関係機

関と連携して取り組ませていただきます。 

 

 

 



 

 

不登校児童生徒に向けての取組について 
 

令和８年度五箇荘学校群では，不登校児童生徒に向けての取組の一つとして五箇荘中学校に

SSR(スペシャルサポートルーム)を開設します。この教室は，不登校または自身の教室以外で過ごし

たいと思う児童生徒に対して，学校内において安心して学び，生活する場を提供することを目

的としています。 

 

〇参加対象の児童生徒 

 五箇荘中学校の生徒は，必要とするすべての生徒が利用できます。また五箇荘中学校区の小

学生は，６年生で中学校までの登下校を保護者の責任で可能な児童は利用できます。今後小学

生の参加できる範囲を検討していきます。 

 

〇教室で学習する内容 

   在籍学級における教育活動にもどるための取組や社会的自立に向けた取組への支援を行いま

す。このために個々の児童生徒の状況に応じて，授業用配布プリント，自主教材，等を活用し

た学習支援も行います。 

   

  〇教室が開設している時間 

   学校の授業が行われている時間帯で月曜日から金曜日までの毎日開設されています。夏休み

など学校の授業が行われていない日は開設していません。またスタッフ等の都合であらかじめ

開設できない日は事前にお知らせします。 

 

  〇SSR教室に参加する方法 

   中学生は，担任の先生に連絡して入室申込書をもらい必要な内容を記入して提出してくだ 

さい。提出された申込書の内容を校内委員会で検討して中学校長が判断します。 

   小学生は，担任の先生に連絡して入室申込書をもらい必要な内容を記入して提出してくださ 

い。提出された申込書の内容を小学校内の校内委員会で検討して，小学校校長より中学校長に 

連絡し決定します。 

 参加が決まればスタッフと保護者がSSRでの支援内容や登校日や時間帯，登下校の方法など 

打ち合わせを行い具体的な参加について確認していきます。 

 

  〇SSR教室を担当する職員 

   中学校での教職経験豊富な元校長先生が，今年度担当します。 

 

  〇その他 

  学校教育活動としてSSRに参加するので，日本スポーツ振興センターの対象となります。そ

の他SSRについてのご質問等は各学校までお問い合わせください。 


